 ２ 平成15年度 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は4,309万１千人、前年度比97.3％、シェアは33.3％。

・宿泊客数は1,270万3千人、前年度比99.2％、シェアは64.5％。

	
	・「河津桜まつり」や「ひなのつるし飾りまつり」、「南のさくらと菜の花まつり」に合わせて伊豆を訪れる人が多く、２月と３月の観光客が増加した。
・夏の海水浴客は、冷夏・長雨の影響で大幅に減少した。地域全体としては前年度比72.2％。（約48万人の減）

	富  士
	・総数は2,392万人2千人、前年度比108.9％、シェアは18.5％。

・宿泊客数は120万4千人、前年度比105.9％、シェアは6.１％。

	
	・御殿場プレミアム・アウトレットの増設に伴い観光客が増加した。
・国体開催の影響により宿泊客数が増加した。
・富士登山者数（新五合目への入込み数）は、７月の長雨、８月のお盆時期の雨の影響より３市町の合計で291千人、前年度比 69.0％。（約13万人の減）

	駿  河
	・総数は2,397万人、前年度比106.9％、シェアは18.5％

・宿泊客数は140万人、前年度比103.5％、シェアは7.1％。

	
	・大道芸ワールドカップは天候の影響で前年度を大幅に下回った。
・体験型観光ニーズの高まりから茶摘体験等への入込みが増加した。
・全体的な増加は静岡・清水の合併を機に新たに調査対象を増やしたことによるものが大きいと思われる。

	奥大井
	・総数は96万人、前年度比97.5％、シェアは0.７％。

・宿泊客数は8万7千人、前年度比100.6％、シェアは0.4％。

	
	・土砂崩れの影響で大井川鉄道が一部の区間で不通となり、施設への入込みが減少した。

	西駿河
	・総数は1,028万７千人、前年度比95.1％、シェアは7.9％。

・宿泊客数は87万5千人、前年度比95.8％、シェアは4.4％。

	
	· 国体の開催により一部の関連施設で一時的に入込みが増加したが、冷夏・長雨の影響や国民宿舎の閉鎖により全体では前年度を下回った。
· 冷夏・長雨の影響により海水浴客が大幅に減少した。地域全体では前年度比62.3％。（43万人の減）

	中東遠
	・総数は1,109万人、前年度比94.1％、シェアは8.6％。

・宿泊客数は91万1千人、前年度比112.8％、シェアは4.6％。

	
	· 国体の効果や新規施設の開設により、観光客が増加した地域もあるが、遠州三山への入込み客数の減少等により、全体では前年度を下回った。

	西  遠
	・総数は1,412万9千人、前年度比103.1％、シェアは10.9％。
・宿泊客数は244万3千人、前年度比98.4％、シェアは12.4％。

	
	· 宿泊客は国体の影響により一部の施設で増加したが、国民宿舎の改築による休業の影響もあり全体では微減した。
· 浜松まつりは天候に恵まれ、前年を上回った。
· 海水浴客は冷夏・長雨の影響により減少。地域全体では65.2％。（8万人の減）

	北  遠
	・総数は199万7千人、前年度比94.0％、シェアは1.5％。
・宿泊客数は6万6千人、前年度比92.6％、シェアは0.3％。

	
	· 紅葉シーズンには多くの観光客が訪れたが、長雨の影響によりキャンプ場への入込みや川遊び客が減少し、全体では前年を下回った。








